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2009

とよひら元気印（第31回）

人　口　209,846人　　（－32）
　男　　 98,037人　　（＋ 1）
女 111,809人　　（－33）

世帯数　104,586世帯　（－29）
（1月1日現在。（ ）内は前月比）
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　大学生が、地域に出向いて市政について調査を行い、札幌市にさまざ
まな提案を行う「広聴リポーター制度」。札幌大学では、平成19年度に「除
雪」をテーマとして取り上げ、「高齢者などの自宅前を除雪する『福祉除
雪』の地域協力員を大学や専門学校と連携して増やしてはどうか」という
提案を行いました。それがきっかけとなり今年度、札幌大学が窓口となっ
て学生から地域協力員を募集するという画期的な取り組みが実現したの
です。登録したのは14人。本郷寛忠さんはその一人です。「アルバイト
感覚で気軽に応募しました。除雪は親任せで、自分ではあまりやったこ
とがなかったので、初めは大変でした。でも、早起きできるし体力もつ
くので、健康にいいです。好きなサッカーにも生かせます」と若者らし
いはつらつとした表情で話します。

大学が福祉除雪の地域協力員を募集

　地域協力員は除雪だけでなく、担当している家の高齢者の安否確認
も大切な仕事です。「除雪の始めと終わりに声を掛けます。僕が受け
持っているお宅の方は近所に親戚がいないので、伺うと大変喜んでく
れます。とても励みになりますね」
　本郷さんは、法学部で地方行政やまちづくりについて学んでいま
す。「実際に行政が行っていることを調べて、自分だったらどのよう
にまちづくりをするか考える授業などを受けています。就職は民間企
業希望ですが、大学で身に付けたことを生かして、喜びを持ってでき
る仕事をしていきたいです。除雪で、日ごろあまり接することがない
年配の方と話ができるのも良い勉強になっています」。もうすぐ社会
人となる本郷さん。将来の夢を熱く語ってくれました。

就職活動でも生かしたい

▲昨年度の広聴リポーター制度での聞き取り調査の様子
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 さん 札幌大学 3年・福祉除雪地域協力員
豊平区月寒東在住


